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　艶児鳥県指宿地方を地熱闇発を影1的とし下記雛数姻畿

野外踏査した．

　昭和騨年鴛月　（3／三l　l謝）　主として山規町群ヨ

　昭和3s年3月　　　　　　主とL〆て指宿市内

　昭和3S年U月（薫騨1翻　主といぐ開聞町内

　現地調査に当弩，上記欝役所および町役購から諸便宜

の供与を受けた．

釜．地質構漁（第蓋図参照）

　この調査地域は薩摩半島の南東端紅位置し，1

には阿勢濤ルデラの顧端部に当鵜。地域内で最も著しい

構造線は阿多欝ルデラの陥没に伴なつて生じた構造線

で，褻た同カルデ㌘内にも多くの構造線がある，

　阿多ヵルデヲをつく恐構造線は魚見岱欝麓から鬼門平

に至り，さらに烏構子讐東麓を経て開聞岳北麓轍連らな

り，長崎鼻付近山地の北紅延びていると推定される．鬼

門平や魚見岳付近には顕著な急崖がみられる．阿多ヵル

デラ内には多くの火山癒類が分布しており，／鷲んど輝

石安山岩であ《）が鍋，鶴欝だけは角閃石安慮岩からなる．

髄鷲部

現在の地形から推察すると，陣多ヅ7ルデラ内／鱒ま多くの

中央縮頭幾がε1う靱そのうち現在4）鰻漉付近紅中心を有

す蕎ものが最大であひて，そ樽北瀟部紅現在の満見欝を

中心とす為寄生円頂丘があつた。薩か紅現在賦麟、i川港付

近を中心とす猫ものをはじめとし勢くの小さい多櫓葺ギ丘が

あつ縞これらの岩体1慮鞍）衡け意つた激しい火山活

勤のため原地形は著しく磯壊されている．すなわち池繊

カルヂラ（現在5〉濾田湖の位禮するカルデラ、以下同様）・

池底カルデラ・鰻池カルデラ・成絹ヵルデ灘および山州

叉｝ルデラなどが報次いで生じたが，これらのメフルデラは

鎌ぽWNW覗S鷺方向1蔦並んでい蔀ので，地下紅顕著

な構造線が存在すると推察される．また煮れと縢ぼ平行

して多く¢）構造線が分布すぞ吐考えられ，そのうち¢あ

るものは海岸の崖やカルデ饗壁紅露出Uており，宏た地

形轍も現われている．またこれらの構造線は後火由活勃

の産物であ都騰気・温泉などの通路となつでいるため変

質帯を生じてお靱そ賦）灘列からも構遊線の存在を推察

　　　　　　　　調査地域内は表土が非常轍厚く，ま

た山地には樹木が繁茂してい鶴岩石はほとんど海岸濠

たは欝ルゲラ壁にしか露われていない．したがつて地表

の諸現象から構造線の分布を推察す馨のはかなり瞬難で

あるが，これを第亙図に添レた。構遣線の分布を確め讐，

ことは地熱の探査上きわめて大切なことであつて，各種
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4勿玉1貼探蕪費融餐1・蓄襲と1轍戴注〆、，　　　　　　㍉鋤鑛　峯’1よらな㌧毛「

　1滋経1カ、ルゲラ1率ブく．蟻越’纏勿禦を麹摩1嵩出し、た≠，二ぎ、〉1、二繋先じたi轍

ξ登力，ノレデラで凌）鵜1赫，1．1．．癖1カノレデ嬰1、！、1菊ソγ）f’・谷1絹：二糞二善蒲≦

　　　　　　　　　　　　　　　、誇㌧ら薄窪い・争　　　狩1、k〆つ

り1ご弓、さな孕爆萎蔓火1＝i重毯彩ン・墾馨7くみ、1三ノれ、，ま

毒腹び＼／竃し・灘餐ξ紅コ1）た編三蛋大な放1．捺岩塊ガ1勢く分で1ずして『

ノレデラお、よむ韓む覗．麟ヒ嚢f（㊧ll公ヅダ鍛ミカノレヂラ嘆ジまノこ／粛葺i力乃

テゴラも／麟螺藝こよ弩ζ二紅じノ．二臨薪．）らLい。、な象凄気川力誌炉テ∫嬰

1寒かつては湛水しでいたら毛、、く，パス道路際で開聞火継、1

『放1圭雛勿／馨鵜『下｛立／こ蜷妻蝕鰹ぎゴニ1轡（厚さ窯翌ご竃・1一）がみられる，

　髪嬉融li建・一嫁）紅．／二る、三二，窪会奥』

成後1こシll響ニカノレヅラ賦lll購騰iシ

　声　　　　　　緊，：ヒをぜ㌔ラン1

　　釜　　』ご言

多、r，／鐙鵜慈輸加レ・ゲ瀕、ノ生

｛，引麟幹き涯舗斐し、ド葦蓬叢三覗辱琵ジ魏

、二　　　　　　　　　で今・承1；泉以

　　　　　　協二艮舞“ヂ■

1ゴなし．て分着f構薩難¢1，激跨こ

　なお糞縮1、1濁拓、’膳難こ1水無澄墾　喪凝叡およびソ瞬底月毒ミ、実幾・裂火

鶏が鍛韓fl甑競慧1浪こ遺麹んでい難の1、／1ラ池1鷺カノレヂラ煮b霞餐乏

2．　鳶趨　　質（糞購2図⊇参猛鰻）

黛．璽概説
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鹿鷺畢鶴県嶽犠地方地惹1礁嚢報穣し太購良・1参

　調査地域内㊤岩石を購、寮讃ルデラ生成以、前のも¢と以

後1　ものとに2プく甥す蕎タこ、とができ蕎、1凝、鹸のものはi鱗

勢カルデ学のタ事側に隈1｝針磯丁し，以、舞　〉・　〉はほとんど

カルデラ内紅分布響噸＞が一部は外側紅もみいだ瀞親る．。

　調毒、地域内で最も古い火山岩ン、覧開聞　iヒの入野に麓布

する流紋岩と長崎、付近ぴ、）石英安由岩とで～1＞て，麟者

の
一
ヒ には“llギ第撒紀只イヒィ、1を薦す懇砂岩麟（入野！轡）婁後澱

の
一
髭
二 難も嶺畷摺轡　（村｝揖鑑欝〉が載つている。　これら紅次ぐ

もの粛鱗薪爵序デラ難ξをつく匙）広く分布す孝、幾鷲女軍，ゼ擬

熔岩および火山砕瞬岩互層（孫茎門平輝石安μ．1岩）であつて，

この大部分は…蕎し秘・鉱化／乍用を受｝’　ア1響紅より講燃鉱床を

胚胎之』（いるハ奈た高江山／、ζか蕊プ藷所では輝石安由岩の

一擦こ角閃石安1、1、1岩熔岩が載つている、

　附多火1敷1軽石流は睡多カルデラの形成摘菰大量にll貰ri．疑

したものであつて，これにダ　z二ち降下1経王芽騰の厚い堆馨資

があ・た、鬼門平鈴講でみら浄灘篭蓬疑渉岩騰もこ塀’賦．同時

期のも融らしい．阿タ火山軽、鷺流は獄とんど熔結してお

り，長さ数工壁聡ぴ黒色ガラス質レンズ1善翼灘姫みられ

　阿多カルデラ硲生成後に，ヵルデラ内紅ダくφヰ1央霧

環、撫が姪ヒ琴磁した。最もソく磁いもの濾現聴三の蒲曼濾燭鎚レー嚇華

鈴山地を成すもので安山岩熔岩および凝荻角麟轡互麟か

らなるカ㍉　そ・の後，鰻池・池羅・零公ガ難、などを1菰じた著

し、い爆裂潜動によつて原地形／ま著しく破壊されてい難

現在の口、！川港付近にあξ中央円療丘は安山岩熔岩や熔結

凝灰轡などからなり，これもその後の爆裂活勤にょ賛原昨

地形は離、く破壊され◎噂、これあ似勲撮二君餅竹

山・久世欝その他翁1）安山岩熔岩濤払欺る艮1地漆　り、警そ

れ，ぞれ独立した中央1蟹耽であ難が，竹山は’の後にお

鉱つた断麟運．動鵜ため1豪地形穏i著／．・く失われて1い難。そ

の後，葡配の撤も大ぎ．・中央円癖iマ騰麓，すなわち現

在の池霞海1のある位置紅新た藍火山橋動がおこり，i蜂下

軽石御臓出し次いで大量鐙軽石流を流瞬し，陥没により

池磯カルデ脅ぞ　1．じ．た．、象たこ二の軽石溝ζ　流呂こ先・立ち，

調薩地域北東l／の今和泉の海岸でみられ燈よう範局部的

ではあるが泥流の流出があつた．池田軽石演はほとんど

非熔結であ馨が，濾田湖北燐歌西岸など噴出源の近くの

場所では弱熔結で園く締つており，北岸ごは不完全な柱

嫉犬無灘繋墾み続れ輪爵漉灘湖の懸辺て3は1この、無紅藝石源蕉賦）

』瓜次堆戸積騰が分講了して『いる。

　その後，このメ磁域葦「）纏ヒ方，鹿児整鵜湾，輿紀位置す憶姶鼠

カノレデ予漁扉）ソく§轟疑賑㎜ド1経濯1欝豪）1騰出があ1り争　徽｝暮4強主と

して1大隅彗緋撫紅厚、く堆穆鎌〆・たが，識φ，縄櫨蚤ll也諏震内で蓬）鹿

臨喜難湾紅面す燈側でみ・餅オ蔚　　これ業1時の山津慈iを広く

覆つた煮ダ響、われるが許現在では1勲麓の低ll惣にほとんど洗

い流惹 二鰹次堆樹馨捲つ◇．圏∫藩講，撫蒲付近緯鋸

分肴i＞軽石質砂および溶雀．碧羅（指籍1履〉　ミ1、その一・、婁琴ご

あるが，一離甑芦錯輝！が…簿しいの凱i薮別／〆ゾ』二．

　開聞町奪糖1慮興水無池およびブ＼鷹月　（撫驚卜鶴嬬西力注麟麓

凹地〉はで一一ルで慮ブ．）て，そ・　1三成時期は池ll藻翠麟以

後・かつ開購1緩タト輪山以葡と！し覧われ騰（なお鰻池顧瀕鷹

薫諌び松漁の鋤ノげラはいずれも爆製タく1：1で～ξ，難，が，

1、ガ，、」属津．裂は池疑1降下軽聡紅λ後，かつ大i鴇降下1軽石以

繭ξ二思われ、毒ぎ濤⊃fも激ゼぐらくこれと1鱒時1轡例あるう、

　開聞火i11（馨王1聞岳）ヒ外輪山　／二び中央門頭鉱からな

り，いずれ・も輝石　lli岩で，　．たその東方一棒1頚〉台地1、二

編壕菱い｛放融糠勿ン弘　至擁i汽　　ご㌧・膝．　1端隅繋葺4　薦fの轄欝糞報こ醸濯少

　　　　な1処　また溝欝融曝濯1鐸あ」麹い／、ぎ川の演鍛各に二ぞ

い捧奪難轡が分墳了す≧養．

　2．驚　先鰍多火山堆穫物

　驚．　驚．　肇　　．ヌ誰讐書聡泰文結拳（蓋ミゆ

　騰騰i町；ll雛灘i郭グi　艶カルデラ駿1こ憲鷲われ， 暴第三綻！◎

只化石を有すゼ）凝荻霞砂岩／套・（入野麟〉によつて覆塾れ

腰い擦羅隔下限瀞響明でll寮るが，撚ぎ窯驚紛辱1毒¢海総文琴乎轟鳶

灰角礫岩と，そ
／
．
長
　 戴）約叢伽冠厚審の流紋岩熔岩

撫かダな孫　　ごの薦灘曇茎婦憂く蔭潤璽鞍色の豪三雛勤き鱗1こ釜繋○．翫｝

レm面，）石英斑贔が　著　愚灘しており，と愚に鑛著な

溝鷺！がみられそ）．　　　一1鉦斑三羅1ま二しいζ誘緋長石｝／＝び石凄鴇

誤認められ，縫｝』鵡黒諜、母から変つた訟思われ鷲＞褐鉄鍵．1

があ恐、石墓は麟雛驚獲甜びあゼン、

　黛．驚．黛　．入灘劉轡（駄）

　闘聞鎌北ご、）蹄多火霞ヵルデ漂磯　　流紋岩の．上続載礁

灰褐色細粒疑）凝灰質砂岩からな1．1，こ翻率，耐難孫汐

！羅、化石£麟欝（擁灘5編）購響躍　　綴5YQ雛｝Y．犠．集　獲鷹¶

《ン、、露出面積慧狭少℃，急傾斜ζ舞至凄腹，こ高さ欝余瓢，

水平方向ギ》約欝雛1ほどに岩擬　露出しており，流紋岩

を雛1・餅ている以外には，表土が檬栽斌こめその連続および

糊囲の岩石と鳥関／系／醗らかではないンう叢，　覧門平輝石安

山岩』、諏り覆われてい蕎穿らしい　下奏気竈溺紋轡／、巽叢、試り

葺蓋化審れでいるが，こジ’砂，轡は＝く珪化作婿を受け←ぐぱミす

らず，整然と成鑑、1し走肉鷲§ぎW・傾余1蟻O　swであ

　2磁驚無難　ま．繊崎懸石英安1描1．1岩　礁》亀〉

　長崎轟および付近　山地賦1　鐸を構成し，二 1ヨとして熔

岩　　）なり，メ酬辮　．では婆鳶体は、よく暴糊灘し．ているひ下i鰻

は不明レぐ一るが，駕1晦鼻騰方鐙村石閥1は凝荻質難嶽暦（

村石膚）瓢覆われている、、ζの熔岩は硬く不均質で臨褐色

碁鮭i翫、色籠獄！之寮かい編／l、をなし鞍しい流理を示し、，

と蒙衡．矯レ7ズ状摘湧・p縄し覧廓ゆ恐次灘抑よ

うな観を与え，嬬跨中に長さ！、暮一蕪騰mの斜長石臼色

蒙一（漁）
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纏蟹調蹴拶…甥瀬、　（第ま7懸　第3号）

斑晶1う顕著》こ敵在してい鄭鋭下では，．

紫蘇輝石讐、畢通輝蕎および角閃石蜂擁うなり鉄鉱を伴よ

うゆただし爾，、石、絞べ角閃翠三漆鋭i・形笑少鳳い、石基は

毛幾状組織で劔隔石・斜方輝馨．1および鉄鉱などから数駕

顕著な流理構造融認き　・れる．

　黛．灘．織　村石㎜（雌y）

　長騰鼻近くの村蕎と赤水．麺）2が強ぐ旋1布する．絹石

では石英安出岩熔岩のま、託載り厚鷹よ一…定しないが3燃

以下で，荻融転　｝懲凝荻鐵細麟二砂轡からなり，塊状

でし韓しば巌籔物鶉富ん険い恐、化／溢難，穀ず，したが

〆こ地質時代は明らか　：試いが，入鮒1とはやや岩相を

異にしているゆき耀審は著い樽」劉を受けてお靱こ

¢）上に不整合／鋸　　　　一　摩噸。しかしこれ捻溺．

て局部的の1，雛、物な’＼で地質図瓢韓二省略1〆隣あ孫が夢厚

い所では難余類あむ，小豆～人頭大の安山岩亜角礫か

稀）なり，ほぽ水韓こよく成層しと麟二偽層を示しおそら

く河谷の堆積物　思われ　　さら1｝凱の鴨坐　藏接しあ

頓いは厚警蓋～3撒の韓1ぎ獅汗軽聡矯を隔突鱗鰐多頻舞

軽石流が畿　．

　赤水鼻でみ菱騰末層髪、石英安／l．薦熔岩ぴ

縁ぼ上と剛叢“）凝茨質砂岩か転　、㌧．7が，（二こでは胡桃大

以下‘，劉1礫がし　え，ぎ認磨爵れ，また所穀二より成層し

ている。

　薫．驚．5　惣門1輝薦安山岩（Al），At，Aり

　溺鳥ヵルデラの筒囲拠壁をなして分布す身、カルヂラ

　　　　癒すものは安山暑熔岩、繍び火1．騨醇瑞の互層

からなり，比1、猫○～2奪○瓢の爆、を達縛，≧，金銀坑の旧

坑がダく散在し社付近（・》岩イ　tプPピライト化・珪化

その漁σ）変質作用を受けていプ

緑色を塁する聡基醤、一幾さ三一4窪蝋の斜長石白色斑鋤

ゆ1、難こ散在L，堅く緻密喰継

石・紫辮暉蕎および普通輝石か爵なP職1　・伴なう。石

董講毛魏状組織影擦｝ガ響、ス基流贔質であ’　斜長石・

斜方激斜簡輝石および鉄鉱などかきち癒り，賄瓢鏡トの孔

隙／こ鱗珪石がみいだされる．

　火山砕矯岩のうち，矢筈矯断欝．天筈岳賦）北をNW惑慰

方向に走る断麟）以北続分嚇！胸るもの渡凝荻角礫岩であ

つて，一般1こ胡桃一拳大（まれ紅人、1翼大）以下　勲葺岩

角礫1ノ凝庚質物籔と、乱蘇こ凝結したも¢で庚緑一一炊潟色

を暴する．大遍付近に分布すヌ本岩力残P群ゴ鵬銀．罰）

無か櫨物破片を産するが，ここではう）∬、．ンー鶏卵大の

よく円磨された安山岩礫Lし驚むことがある．

　矢筈繕断潜以糖靴分布す1参ものは火l！．繰凝萩岩であ一

て，全体と乏．で灰緑一淡緑臨を墨し大豆大以下の荻緑色

角礫に憲み，獄かに拳大獄下の安山尉角礫璽、録もに鶏卵

ソく以下の花醐岩礫もみマ・だされた。本撃細象比1鮫的讐、かく

加工が容窮なので石壇などの石材に用いられている，、荷

辛峠マ』登り遂付近の本岩中に著しく成麟した部分があ

雛，次の化石を産する．

（大和栄次郎採集，水野篤行同定）

　N轡鱒齢縦露魏醜縦鐸縷嬢窮越醸謄懸A（叢わ蟹1磁蹴）

　‘麟霧齢藷魏編細灘　亙一A欝R纏

　邊難欝融㌶翼翻躍声雲む齢Y

　3碗副編撃．

　鎌繍欝撰s欝．

　℃揮轟羅バ串

　掬伽魏3P薯翌），

　磁擢灘隷薦鋤
　懲撒d》沁脚（滋

　β編醗猫嚇

　癒聡これら化石からでは，この地層の地質時代は鮮i新

～餐新世というより犠かはないとの臆とであるから，こ

φ火山礫凝荻岩は鉱化作用を受けている他の部分よりも

地質時代が新しいと考えられる．

　カルデ嬰北壁の魚見岳は安虜岩熔岩力らな），比高

獅一㈱mの難をめぐらし欝えており，後迫付近その他

に分布す　岩体も分布は広くないが安山岩熔岩踏らな

　．これらはいずれも陣輝石安山岩であ檬）て，変質作用

はあまり受けていない。

　黛．驚．6　高江角閃石安山暑（A紛

　鬼門平の北東にある高江幽および池田湖南藤の荷辛峠

付近続分布湧蕎濤岩体は角閃石安山岩熔岩からなり，両

者は肉眼では著Lい相違はなく，斑状組織を示じ多斑品

質で，濃荻色／ ）蕎基中に長さ孟～義、駆難礎）斜長石斑最

が顯灘こ散在窺て象樽，その間に長さ今，謬一i、婁撒mの

有色鉱物斑、灘饗みられる．高江山に分布するも¢）は澗闘

を陶多火霞軽石流で取巻ソれているため輝贋安山岩との

関係は不明響ある。鏡下では斑茎鳥は斜長石・角閃石・紫蘇

輝石および普通輝石からなるが，普通輝石は少量で，ほ

か観鉄鉱を伴なう。石基はガラス質であつて，そ¢）中に

斜長石・角閃石・斜方輝石論よび鉄鉱などの微晶が散在

し，またとき乾鱗珪石がみいだされる．荷辛峠付近に分

布するものは輝石賞L曙の上伽こあり，鏡下では斑慰ま

斜長石・角閃石および紫蘇輝石からなり，鉄鉱を伴なう．

なお紫蘇輝石の方が角閃石よりも量が多い，、石基はガ夢

ス質蜜たは隠微燕質であつて，その中に斜長石・斜方輝

石お、kび鉄鉱などの微鵡が散在している．

　黛．3　郷多火織聾輪幾

　盆．3．醸　陣多降下軽石層（野）

　これは阿多火出活鋤の撮初の噴串物であつて，長崎鼻

暮一（1纏）



鷹児、瑳薯」輿、／影門1蜜鍵！方漁慮鷺妻翫　1蝦1一、学（ヌて賑π1鐵群）

賛啄猛譲　駿び魚騒癖1こ分溝倉郵鳥簿葺垂騎準賛享冠では翠響婆葱饗ξ山

一轡／聡轡鐙一靴、こ至載参擁、舗ま郵ノ呂（1鶯あ箏，　蓼灘凱償1し睡幹屡

、なし，，ノ、裏く鍵讐1いず鵜負童麟　．大ξぎ謄1　、蓄激渥歪激講’海プ娃ソ』デ

で，粒度に従いとき，葺ま白色火由灰を滋幻1℃1鉦ハ講

藏矯勺1、二輝織姦し、てミ》へ愚菖爆嚢、β箸しい麹1景慧を1艶ヒラ“｝○葵弩，

この一轍に1∫謬多火涯．、1、臨蕎蒼書竃ゑ三獣｝て｝ぜ、る。　ま、たここン斜疹賞慧

ヅヲ華舘三k聡をi鯖てた嘩篭おご、》．へいださ才1・，　罵天婁鴛蚕少暴垂

　（村涯磁簿〉の｝転続　　）簿楓摩はi～3室璽儀あ絵，懸㍗火ふ！透蓑．

塚1講叢，覆われてマ・る軸垂｝で拶ぞ、髭講部的』　塁）つずご，附多火山

軽藩鳶蹴の流1．ll以辮∫1こほ，とんど糞蔭劉さ1れ≠二．もの 二思；1．〉れ

る

　嚢　i　　鷺莞輝馨垂糞難．！．i霧1鉱　　　・ゴ　瓢り蘂さは尉ヴ8（／騰

あり，・拳プ讃夙r下の麹姦臓が戸、〉戸諏1麟霧蒙ll赫讐蓑蜜1〆たもの匿ノ7設は

悪く，大形の亀ぴ・）は内1《購鳶発海軽、）部分を残しバ．お鰍癒

た局部的1、、㎜熔結し・ているら覧．’たが鷲．，）て厭賃．．淑擁駄ll 購紛

比較約近くに堆灘壽したも分と思われ礁．

　黛．欝硯驚　晦ン凝茨岩鑑、1（Tf）

　こ治、は1鰐コ多爵、・レデラの熊毒1で．兇軽距1ドもる1、潟斜，藤瑳シ覧，緩糞響

紅．薩掃く、）松尾城灘．ヒの瀧欝鞍．も局部的轄．分布し・，いずれ》

『前季舞ω鎌脚1・至経馨．誉欝と闘時潔雇のもくノ、）と嵩謬爾　｝れ・る，，『前酵　ぴは

輝石安1｛、，曙の上藤嚢＝轡醗態火1．1．麟叩糞．塚崩1流蓉、響）れ，爵ルヂ

夢壁を登る滋路瓢そいよく露われ霧、器は最大約至、《翻あ

り箕　臼緯，か・つ勢琶1伏の磯妻群ξ岩礼であ鵜。後者は　下鯵藁は瀦く膨／研

ある漁事ざ多プ灘．1、鉾又翠《憲疏ヂドにみ、いゾε審藩㌻挙／享さ萱轡蔓瓢一！

で粗懸な白色凝灰燐とこグ㎝亙紘載蒸罫さ約2灘℃小豆大

φ軽；石層＿かぢなぞ　　　（分布が狭少なの懲地質購こは記

置械し5てなレ、）

　驚．3黎慧　締多軽石流（wl）

　降駐多二離ノレ・デラジ．委タト｛難に／蒸く査｝壌還嘆一為。、、

　長崎－，｛齢、愈ではi簿多降附葦ぐ軽石／の削剥麟鱒一豊こ載り，

全1体が鷺紋～く慧箏購警し笑灘．．／く罫また拳主潜謡、費濁雛もみらオ転鯵乱

化し』ぐ赤褐蝕，にな・，、、＝基菱中に径5一韓｛漁（拳不定牽、’門

盤状な、選色ガラ熟質都分が鍔警瓢敵在！、／てい愁が，この

部分は必ずいも1 馨盤状で録なくと愚藍はかな箏角張って

／〆・ることもあ導毒麟器．盤に葬欝葵した茎、一3雛タ「壕鄭ラ掛醤輿三煙琴

結で軽羅勲なヴぐお雛，柔絢溶糸織に漸移摩『駕誉
2髄毒灘の夕館端韓嘩馨1石蓄i藁ひ峯蔓更灘にタ簸ンか式〉≠こ軽、｝しく影懸き鱗導一搬愚

ブ黛ある▽導寒．ノ、蓑籔ソくなど種々のプく蓉さの慧勘藝乱カラス誰駕瓢

分がこれら3、り小形¢軽石塊釜混じた柾二劇漸移してい

る、，

　懸1甥群耐謎猛》ぴは燐業了、拶難．1、1撃藩薪、）一臨に，あ篠い1憲i彊」勢轟罎多ぐ

鶯麟葱1籍ぐてこの㎜ヒに翠糞り，・一蘂澱，鷺鍛　 呉あぜニアぐ』瀞漁華な

ものは・濃夢ξ穏，脚◎あ難が鑓む瀞は展乱化しぐ茎　翼甑を饗謝し，諜鰹

さ5舞礁灘、、じスほぐ賦、ン、黙嚢鉱爵ぐ礎，熟　乳躊鍔）鮮鞘灘漆監よく“献多　難・葛，、

　熊、嬢爵付近で／灘鰐熱i蜂下毒蝦漂　三たは輝石安軍書岩の．焦

に妻戴♪　，嚢戴懇紙の3（）一5（）鑛隷び辱纂蔭憂1．t講琴餐毒；℃貧　こオも雄蕪

熔辮細こ漸移す恐、，國く，風化覧．．て赤褐色，、皿なつた基質

中鵜、、犠蝕ガラ．ス質離翫総く延びでお！／，その径は鴛・一5（｝

（建鷺で惹）護）爵窺驚　羅輩と，にs，5懲に，鷲奮す急⇔

　添柔　毫　　　　　　　難戴凝ミ，／轡、掬奮・、セ余暮繋澤1鯵響藻蘇矯婁蒙薫嫁媛よ

1岬／麟．1．蓋、1石からな・，石基はガラ熟質でガラス澱片構造

ズ｝葦、磐し▽・、，

　黛験轟　聾愕多火藤議申央騰頂蕊

　驚瞬購⑳僕鰻池付遮聡簸鋪耳韻．墨i鼠L，「翼効

　　ひ舞　，こ瀦＆譲三の鰻池麟喫£を縫馨ノ鎌と一動鵜臼奮1、靴のほ濤㌧謬義

雛1グ．嬉き 響潔欝を幡｝虜訣、と一　る講＿雛彗葺蔑鷺二を｛半なw二）ているぴ　こ

の1．鞠触は表・鷲爵7暴承）蹴）て驚戴iく貸馨醸はほとんどヒ薪慮難1カノレラぼ

ラ融豪、i　縷1亀その彊毘の陛．．．慧火購砂難曇こし孝＞糞馨わオもていな

レ、舗多輝毫察し．たi製りで1，童二露「もら薦驚廷、は慧覧濠肇火山であヅ）

て懸詳墨卓、鷺疑夢角礫粧｝の難瀞妻野漆ゆなり，はじめは嬢猷発プ灘勢

旺盛ひあv、彗たため凝灰角礫轡ゆ主とロ、二が次第に熔岩を

1爽むようにな　たと、轡、われ，1、！、i壽顕付近は熔藩｝からできて

い薫＞，｝

　姫、轡　孝叢毒斡う　叢いがいず露急　狽鐸葺安1．幾轡であつて曇｝質

に、欝L・い差融欝，鄭め1、れない．しかし尾下部落のすぐ東観

ある熔岩は石基爵監ガラス質であるのが注港章、される難葬桑；茨

角藤轡，．t入頭大以下の安山燐塊を火山礫や火山荻で凝結

しゾ1こ董、¢｝｝であ）菊鞭

　影 整1糠．に1 総潅バ　ノ輝涛繁垂ざ童農整節臨ヂ．〉墨響逃纂中靴膨災懸薫酎無

瓢瓢のン斜讃を写ヨ弊、r、緊璽蕉したもので，葉赫ノ響によむ色騰葺遡品の

プ、きさ，歪望葺iと蒙1憲蕪との爆：ま北暦翠ぎ糞慧の系吉贔慶などに二多ご少

α養が聴ツ．鏡下では斑熱は斜長石・紫蘇輝石蕊よび薄

通輝石からなり鉄鉱を伴なう，斜長石はしばしば塵状包

塗藝勿瓢篶鮎み、，ま≠螂墾蕎斑謡犬、集禽諾越、いことも婁舷懲．さ蓮～る雛

石二基は融葺状組織て黛まれ随ガラス薮流晶質であ駄斜畏

塚1・余｝方1蟹匪郵騨華擁雛よび翻鍵1などン躯膨な頓験毒灘…ドの了し

／察にしばし／、礁麹盛舜響が謬、いだ煮考璽恐。毒奪薫鷺のガラス墾窺の

熔暑も輝石安i奪轡であつて，鏡下轍検すると斑謝は斜長

石・紫蘇輝石および普通輝石からな恐が，両輝石は斜長

石紅比較すれば少なく，獄た小形であ蕎。｝ズこ鉄鉱を

緋．、鰍う、，石1纂は全くのガラス質饗3あるが，とき範は余！長

マ．替斜方輝石および鉄鉱などの微鄭涯生じてお脱流理

呼構蓬鷺¢，）み、ら才る添胤とも澄＞る，，

　なお従来，この山体は数多の小火山の集禽と雰えられ

ていた．紅うであ恐治業き欝灘峯簸1愈とり／東謡趨ヲ浮を’／糠察したり，

またしばu｝，＿絡際隣みいだ蓼れる火1／酔暦岩の成構面

の走閥・傾斜などオ　考跳る撫，現今f、鰻濾替近紅山懸の

あ学た！つの成講讐ジくlll．iであツて丁溝．羅鍛｝はその織醸三火出と

，蟹、尋．藷れ、恐。　し二の11、緯難は鱗叢蘭蕪の繕碧滋爵薪撫懸藩欝よ雛彗公ガ簿護な

ど遜　くつた爆裂活勤㊤た図）レi．準麟澱鰹しく破壌されてい

マー（、焦韓5）



地響．、調査訴月報（笛茸奮窮壽号）

る。し、．幾、鰻池カルデラの東方お3、び北方il．i地や池底カ

ルデ嬰の西方山腹など“）緩傾斜面は懸ぼ原地形を潔して

いる。この活勤の時期であ愚が，松ガ窪カルデラは池田

降下軽石以後，か（大隅降下軽3似前と考え琶，も，飽鑓

鄭者もほぽこれ、掴醸二　1）ろうの陣む癖　　松ガ窪の北方

遜暑際で観黙すると，池憩降下軽｛誘、踊、プ峰、糧螂下軽石層

との聞に安山岩岩塊が堆積してお！ヌ，これは松ガ窪カル

デラ鈴放出物と考えら煮厚き妹約8藍陛）る噛大隅降下

　　　雛昌塾黛一ム層が載と）てい』

凝灰角藤岩の、1きコ論ム麟を隔｛

間に1，厚さ1（＞》齢c難の韓｛、1紬1軽石麟およびその二二次》1壷

積腰｝う嚇られ恐が，乙れ1ま池田降下1鐸蓄ず以荊麺蚤，小規模

な活勤があつた胤とを灘岡．

黛．鵡．黛i嚢端港付近紅庸類順丘

　i1洲安山爆叫i洲熔結凝茨岩お算識1洲火ll・曙塊構論

らなる。

　暴瀦鐸墜誌義毒曇　（Ly）

　これは主として熔岩か’影，山川港の糊りに比薦馨○

一㌶○鵬の急燦ご連らね婆く露繊し，一般に板状節理が

薯しく，山揖駅の近くでは凝荻角1轡を鐸．）ずかヂ、、挟訊ぐ

　　　　　、誌，熔岩の溺環から考えると，謬（嘱黄出

源は成鳩部落東嚇近紅あつたと嘩、ぴ拘署〉．熔岩は緻密

で晴緑色の蝋基ヰに長懸ま一・三、鷺m幾の餅長そ白色斑贔

が辻較的密に散在していて，海色鉱物斑鵡はあ窯触繋　1

たない．　　　　　　1，．、して斜長石・紫蘇輝石および普

通輝石が認め夢れ，／豪かに鉄鉱を伴なう。石基は毛難状

象たはガ響黙墓流鼎質で斜長石・斜ブ轡．斜荷輝石穫繍ll

などからなる。

　織籍熔縮凝羅岩（Y）

　これは山川港周辺瓢分布し，前議爽山岩の上1蓑齢突

几とした特異な驚容を淋す．一一般に弱熔結で茨黄色塊状

を墨し，一一発して凝茨岩甕たは火虞礫凝次岩のような外

観を示すが，ときに大豆大以下の軽石を勢く含み，廉た

この軽石は胡桃大鷺達し，あるいは大蕉大以下の安肉岩

火銭臓を伴なっことがあ　　1玉i州港1ご近い縫ど堅く締つ

ている、フ節理濾みられない．堅硬であるため石材としで

採取され，南川石、三二呼ばれ塞石・、石．Lなどに多く用いら

れている。また指宿観光ホザル付近の海岸では，本岩め

上に籠の二次堆積屡が載つていることがあ勢，これは水

平に成麟する．鏡下では斑状組織ノ認めら漏多石基質で

あつて，斑一之して斜長石および黒雲母認められるが

いずれも小さく，憲た嚢おむね破片状である。石基はガ

ラス質で，その中に斜長石・黒雲母・鉄鉱の微贔の濠か

ガラ落状裂片などがみられる．

幾鱒裏覇岩塊麟（鷺）

　出用港南の谷間，こだけみいだ警れ，厚越泄擬粁あり

l！l損熔結凝1荻岩の＿ヒに載りいわゆ巻シラスで覆われてい

る，一抱え大以下の種鳥の大、獣　’安山岩岩塊が雑然と

壌績毛、た渡、ので分級億著しく悪く，また非常瓢角張つ秘ぐ

いゼ），これ慧現茎鑓山掛港層近ζ爆嫡ノ1デラを生じた

ときの放出物と思われる．

慧．轟．薯その他の熔岩円頂続（D）

長崎塑，東方　脅山および俣規洲は露1がふこぶ難良く

ともに蜘．翁岩熔岩からなり，も（は連続Uていたと思わ

れ播，竹山棄方の海岸笈は本岩と山州熔結凝茨岩とが断

羅ξ接しているのが認められ，憲たこの岩休の薦方醸

　　　　　　きほとんど垂直虻近い筒さ難獅了・近くの崖が露出してお

り，胤れもオ、鷲らく断層運動によると、懲雌、）れ｝。

竹山から北西方1こ点在する諸嚢揖，ll表土が翻めて厚

いため象れ、こUか露出韓ないが，いずれ養、灘1　　多“

縮頂丘で安山岩熔岩オらなる．またξ二れら力　麦ぽ濾線上

に分布すぞ）のは構造線の霧養堕示すのかも垂聾れない．こ

れらの熔岩h曽外観は碇や異なってい篭，が，いずれも両輝

薪安山宥’

長石・紫蘇輝石および普通輝獅、・らなり，鏡池北の轡体

墓流1質とさ，こ毛艶状であザて，斜長葬沖斜方単斜両輝

石および鉄鉱叛どからなり，まれに鏡下の孔隙に鱗珪石

がみいだされる。

　盆．5池灘カルデ撃鐙盤蔵綜闘係緯微噴患物

　慧．5．箋池鰭泥流（麺ユ）

　調査地域北部の今和泉の海岸鶉分布し，厚さは2鰹・内

外で闘多火山熔結凝双岩の、薫二に載！），池馨・1軽職流r緩わ

癖、ている。主として湖銚一人頭大（擦もに一抱え大）の

礫の集積からな参，礫の分級獄悪くかつかなり角張つて

いて，そのi業と入どすべては安癌岩熔岩であるが，花糊

嚢も少なンうらずみいだされ，ほかに凝茨質砂岩・パン殻

状の寮山岩熔岩や軽石片もみられ蓄）．これはその産状か

ら推察し　池1難経石流の流出1こ先立つ泥流堆積物と思わ

　嶽．蕊．黛池田降下軽石層（翼ゴ）

　これは池E溺紛周辺芽貧よびその東方一帯の山地に分聯

　池田湖畔の小浜からその南側台地へ¢）登り遜で観察す

）と，池田隆石流，こ覆われでみいだされ，本層鈴厚さは

少なくとも驚余猟あ参，軽石のフきさは胡桃～入頭大

で淘汰は必ずしも斑くないが，これは噴出源に近接して

いたためであろう、寒た安山器火μ．隣に富んでい蓄縫》が

特徴的で，その量は軽石の鐙の約3分の王を占めている．

本層は調査地域西端の鳥越峠トyネル四覇でもみられ，

壌一《蓋総）



　　　　　　　　　　　　　　　　　　1麟！，島県撫餐地方．麺三E護調ヨ

…1二二下隈t不明ご華’る，，K約1、躰／あ鰍道ザそい筆堂ノ

駁／（｝r鶯1ジ．、階1絹甑ハている〔　懸墜1

ξき嘆擁、tり：女箕雛イ．1グく錘i騨8、二

鷺、’逮婆、1，へ

妹醗讃潮挑構ミ“らい
　協～ご．置歎　経渥1（ノ．曝㌣慕タンジ「〉

　灘一｝北グ池購・付近では，讐さ，、t獅｝一i一で摯・）ずら三，鷺～

拳大の軽石び．喋蒙、、柔か鞍．、の，灘、1、麟火1、嚥娼獄、昏，松プ∫

　　　　　擁総繊（き～緯懸」引）ず／大砂．ス募アに

れも池i鶏カノげ”しノ，噴1．11物らし．のψ1．）四 ／　劾厚、『は2

憩一 ピ、．大｛一鶏夢吠姻難1幌塩／知、麟火1、鵬、菰富

む門、二治，1二剛ゲ糞現伊♂、、」松プ壌、轡風k鴛｝北方で競・∫・ら

わ．嶺ノ、、海．1．騨紺齢膨畷縮1聯嫡籔かけ？『1二、1、冨1に

灘壌　P呼礁もo，、，／癖竃一1』重へ穫．慧鷲丸　（とき1・二鴛源観達1・

1．逢、糞匙／ たきさ1、1こ小 豆一磯裳鈴1既震◎こ、とズ’塗く，嘆欝こり安lll

審火1．1暮｛、，蔑／’ 誇，諌，託．縫㌶露躍歎1細
粒，ゴ．、ヌ「，蕊噌学も鐵難、罵膿一韓む駄大

大の．際い婦刃麹『瞬＝・㍉〔㌶1、1罫で，流蔀建降下1

禅甦．…し玄滞ぴ身二次糊費層麟罫　揃趨麟謡雌の近◇1』

は厚さ数漁瓢達す瀦続5腕セ驚

　黛．5．鴬濾1三畦蘇二1流！麺ン

　1．として池晒、髄．職鉱分布する撫レ㌧長崎鼻近くの

浜，臨ゲ水．．、f、1ミ　　尉」麟貿今鵜，、／・泣瞬鱗疑・み

髭三｝｝暮ドξ、，｝1麟纏駐洪聚、ガ水掴欄罰癒り随1．な酸地が

続、・◎祷，台地の㎜／　駐褒隔i一＝で覆オ．封ぐい㌶“めほ

、とλ！ど露嵐　武い魁．藷、韓軽顧鑓灘懲晒一＼奪禰を翠す

も“死、鶴h，ぞ）、1．．か1、．鎌翻麟辺勲瀬 麟1か辱南ノ澱
メ葱〆へ・孟弩登参轄魯菩毒シ糖ガ7聾で塗薫．1．　蓉ザ、1鏡ど終　　 駄ノと，

軽石漁ノ、）叫．鉱，隔その二楚…殿麟が載．環．談｝ので」蕉測貨i

，、kかな硝欄いL＿・るよケ　鵡。

　二の軽｛藩鋪誌し、串ξ如舞色を裂翻。F」、驚〆｝℃，

軽石微細片の申鐙夢鞍く！』ノ』i海韓くなつ教闘、軽噂　搭．卜多く

驚み，一　　　蔭）が海群罫／漏澱省識駅欝劉，鳶

℃納　と慣，二．北1キ　　　　　　不爺鋸よ柱）伏節

燐毒繁擦・1「ゐ分梅鎌辮鱗解、，｝ぼ原衷面戦わン吾．嘩

は池疑臓の北詳響　レ・られ1ソT　P翻翼ml二二限φ約b恥ナ

部分　、切桃～鶏卵大ぐ熱1ド之．蓬　1大）幹大形軽琴．，1の鯵江

徽移／ており，、．猛ノ．｝㎜ヒ，噌軽聡流の二次堆積騰が載つてい

る血

　驚．5畢轟　遡暴涯、ll経聚鷲溺叢α〉二、、儲ジぴ盤讐、／匠蕃（蓋）

　池疑1湖の周辺㌶分布！．、濾　 1軽薦流φ㎜擦二謬麹，同軽石

灘に．、べ麟嫉零を主材1檸誌た灘膿1であ守て，

・微細片が、 嚢り，粒凝瓢従いよく成／、紅、い導、，全体と

し〆て灰霞色を暴；し車タぐかく，！理　　　　乞んど水平閥き」ノ

所に。好嫌蟹1麟、凄，二向い蓬、○雇、ぎ傾斜1’◎鷺詫二、1二がし，、ノ

る。

　黛．6　姶．醗穴鼠1穴婆跨1難下軽獺層議δよび㌦勘櫛凱次堆牽鷺屡

　　　　償）

　大隅降1ぐ軽蕎舞！は姶良カルヂ鰍。研城後嶽赫ノし謹》
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